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企業 局 の 紹介 
1 に ヨ I212 た Ce 3 汀 党 午前 二 19 企業 局 の あら ま し 
施設 等 の 配置 図 RR RR RR RE RR 4 早 池 峰 発電 所 生生 20 
柏台 発電 本 ら 1 岩手 県 企業 局 は 、 昭 和 30 年 10 月 1 日 に 電力 局 と し て 発足 し 、 電 気 事業 に 着手 し まし た 。 昭 和 
電気 事業 - 筑 川 発電 所 aeons 22 32 年 10 月 に は 、 最 初 の 発電 所 と し て 胆沢 第 二 発 電 所 が 完成 ・ 営 業 運転 を 開始 し 、 そ の 後 、 岩 洞 
電気 事業 の あら まし ……… 5 稲庭 高原 風力 発電 所 ……………… 23 第 一 ・ 第 二 発 電 所 、 仙 人 発電 所 、 四 十 四 田 発電 所 が 順次 営業 運転 を 開始 し て きま し た 。 
胆沢 第 一 発電 所 ooo 6 相去 太陽 光 発 電 所 ee 24 昭和 43 年 4 月 に は 電力 局 を 企業 局 に 改組 し 、 本 県 の 恵まれ た 美しい 自然 と 豊か な 資源 を 活用 
胆沢 第 四 発 電 所 ……… の te 6 星 風 の 丘 (高森 高原 風力 発電 所 ) … 25 し た 観光 振興 の 機運 が 高まる 中 で 、 観 光 施 設 事業 及び 有料 道路 事業 を も 経営 する こと と な り ま 
胆沢 第 三 発電 所 ………ー…………… 6 解说 電気 を つく る っ 8 し た 。 な お 、 観 光 施設 事業 は 昭和 53 年 度 に 、 有 料 道路 事業 は 平成 3 年 度 に 廃止 し て いま す 。 
岩 洞 第 一 発電 所 …………………… 8 また 、 昭 和 51 年 1 月 に は 、 工 業 振興 の 一 環 と し て 北上 中 部 工業 用 水道 事業 に 着手 し 、 今 日 の 
岩 洞 第 二 発 電 所 ………ー…ー………… 8 工業 用 水道 事業 電気 事業 、 工 業 用 水道 事業 の 基礎 が 築 か れる と ころ と な り ま し た 。 
解説 か ん が い 事 業 に お ける 工業 用 水道 事業 の あら まし ……… 27 
企業 局 の 役割 … 10 北上 中 部 工業 用 水道 電気 事業 は 、20 か 所 の 発電 所 (水力 17 か 所 、 風 力 2 か 所 、 太 陽光 1 か 所 ) を 有 し 、 そ の 最大 
人 ]a 第 一 浄水 場 、 第 三 浄水 場 ……… 28 出力 は 175.770 キ ロワ ッ ト で あり 、 全 国 公営 電気 事業 者 の 中 で も 有数 の 規模 を 誇っ て いま す 。 
中 上 四 田 発電 所 ーー 13 音 三 省 29 工業 用 水道 事業 は 、 企 業 誘致 と 雇用 を 促進 する た め 、 北 上 工業 団地 (北上 市 ) 及び 岩手 中 部 
(lncli 計時 時 14 新 北上 浄水 場 ……ー…… ド ドー 30 工業 団地 (金ケ崎 町 ) に 給水 し て お り 、 給 水 能力 は 、 全 体 で 日 量 約 5.4 万 立方 メー トル を 有 し 
涪 线 证 疡 2 II 15 解説 工業 用 水道 の し くみ …… 31 て いま す 。 
0 た 1 コモ EEEPC 18 cro 
EE HE . 16 td 立 理 所 dg 企業 局 の 施設 
北 ノ 又 第 三 発電 所 ……ー…ー…… ーー Se 電気 事業 を 行っ て いる 施設 女工 業 用 水道 事業 を 行っ て いる 施設 
(0 胆沢 第 二 発 電 所 北上 中 部 工業 用 水道 
胆沢 第 四 発 電 所 第 一 浄水 場 
胆沢 第 三 発電 所 第 二 省 水 声 
涯 洞 第 一 発電 所 a 
岩 油 第 二 発 電 記 ST 
金ケ崎 ろ過 施 設 
ペ 仙人 発電 所 
。。 四 十 四 田 発電 所 
~~ - 到 
溢 発 電 所 
和 CD ニー 北 ノ 双 発電 所 次 発電 所 や 工業 用 水道 施設 の 運転 
北 ノ 双 第 二 発 電 所 監視 ・ 保 守 を 行っ て いる 施設 
北 ノ 又 第 三 発電 所 1 
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0 PE 胆沢 第 二 発電 所 
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二 杰 十 站 


国 第 一 浄水 場 、 第 三 浄水 場 、 北 上 ろ過 施設 (北上 工業 団地 ) 使 施設 総合 管理 所 
国 第 二 浄水 場 、 金 ヶ 崎 ろ 過 施 設 (岩手 中 部 (金ケ崎) 工業 団地 ) 。 售 県 南 施 設 管理 所 
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電気 事業 の あら まし 


岩手 県 の 電気 事業 は 胆沢 川 総合 か ん が い 事 業 の 一 環 と し て 、 昭 和 32 年 に 胆沢 第 二 発 電 所 を 運転 
開始 し た こと に 始ま り 、 以 来 60 年 余 に わた り 水 力 、 風 力 、 太 陽光 な どの 再生 可能 エネ ルギー を 利 
用 し た 発電 所 の 建設 に 取り 組み 、 現 在 20 か 所 の 発電 所 を 運転 し て いま す 。 全 発電 所 の 最大 出力 は 
175.770 キ ロワ ッ ト で 全国 公営 電気 事業 者 の 中 で も 有数 の 規模 と な っ て いま す 。 

し か し な が ら 、 岩 手 県 内 の 消費 電力 の 大 半 は 他 県 か ら の 電力 に 依存 し て いる の が 現状 で あり 、 
他 県 か ら の 電力 に つい て も その 資源 や エネ ルギー の 大 部 分 を 海外 に 依存 し て いる こと や 、 エ ネル 
ギー 利用 に 伴う 地球 温暖 化 問 題 な どか ら も 、 ク リー ン で 和 無限 な 純 国 産 の エネ ルギー で ある 水力 、 
風力 、 太 陽光 等 の 開発 が 大 い に 期 待 き さき れ てい ます 。 

この よう な 中 、 電 力 自 給 率 の 向上 及び 脱 炭 素 社会 実現 に 貢献 する た め 、 岩 手 県 が 自ら 率先 し て 
地域 の 再生 可能 エネ ルギー 導入 に 取り 組ん で お り 、 県 営 で は 20 番 目 の 発電 所 と し て 、 令 和 3 年 7 
月 に 笛 川 発電 所 の 運転 を 開始 し まし た 。 
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目 大 :| 1 瀑 洁 刘 


田 結 ・ 


い さわ だ い SRS 人 全 全 ES 


胆沢 第 二 発 一 所 


胆沢 第 四 発 電 所 
胆沢 第 三 発電 所 


1 県連 初 の 発電 所 


胆沢 第 二 発 電 所 は 、 最 大 出力 が 6800 キ ロワ ッ ト の 水路 式 発電 所 で 、 

県 営 と し て は 初め て の 発電 所 と し て 昭和 32 年 10 月 に 運転 開始 し まし た 。 

発電 所 は 、 胆 沢 ダ ム (治水 、 正 常 流量 、 か ん が い 、 上 水 及 び 発 電 

を 目的 と する 多目的 ダム 、 平 成 25 年 完成 ) の 下流 に 農業 用 水 の 頭 首 工 を 胆沢 第 一 発電 所 

兼ね て 建設 され た 若柳 堀 堤 か ら 取 水 し て いま す 。 発電 に 使用 し た 水 は 農 
業 用 水 と し て 胆沢 平野 地区 に 送ら れ て いま す 。 














吾 石 川 (中 吉川 


胆沢 第 四 発 電 所 は 、 最 大 出力 が 170 キ ロワ ッ ト の ダム 式 発 電 所 で 、 県 
営 の 水力 と し て は 、15 番 目 の 発電 所 と し て 、 平 成 24 年 12 月 に 運転 開始 し 
ま し た 。 

発電 所 は 、 若 柳 堀 堤 地点 に お ける 胆沢 川 の 正常 流 量 を 有効 利用 す 
る 小 水力 発電 所 で あり 、 下 流 に 河川 維持 放流 水 や か ん が い 用 水 を 放流 す 
る 責務 が ある た め 、 小 さ な 発 電 所 な が ら 大 き な 役 割 を 担っ て いま す 。 


XO 
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電 所 別 | ん | 胆 水生 ニー on に ニー 尼 沢 第 三 発電 所 は 、 正大 出力 
水系 河川 名 北上 川 水 系 胆沢 川 北上 川 水系 胆沢 川 北上 川 水系 胆沢 川 ed 2 リグ ei 
所 在 地 奥州 市 胆沢 若 醒 奥州 市 用 沢 若柳 奥州 市 胆沢 若柳 MTGN NAS で 
形 起 水路 式 ダム 式 ダム 式 番目 の 発電 所 と し て 、 平 成 26 年 胆沢 第 三 発電 所 胆沢 ダム 
最大 有効 落差 49.33 985 1052 7 月 に 運転 開始 し まし た 。 
最大 使用 水量 |m 160 2284 18 この 発電 所 は 、 胆 沢 ダ ム の 維 
最大 出力 6800 (H203 改 ) 170 1600 持 放 流水 を 利用 し てい る た め 、 
NN 6 年 間 を 通し て 安定 し た 発電 を 
運転 開始 年 月 昭和 32 年 10 月 平成 24 年 12 月 平成 26 年 7 月 行っ て いま す 。 
立替 流 湊 ブ ラン シス | 横 間 回 定 羽根 プロ ペラ 水車 | 村 電 単 輪 単 泊 滑 巻 フラ ン シ ス 0 ー 尿 
6960x1 182x1 1615X1 また 、 水 圧 管 路 ・ 発 電 所 本 館 ・ | Np 
160 2284 180 送電 線 ・ 屋 外 開閉 所 等 を 県 と 民 
333 453 1000 間 企業 が 共同 で 使用 し て お り 、 
剛三 相 同期 人 か ご 形 = 松本 同じ 建物 に 県 (胆沢 第 三 発電 所 所 ダム 、 
7500 x1 192 x1 1700 x1 1 台 ) と 民間 (胆沢 第 一 発電 所 | 若柳 堀 堤 
台 ) の 発電 機 が 設 、 上沢 第 一 発電 所 ( 電 
6600 400 6600 2 台 ) の 発電 機 が 設置 され て v I 8 0 豆 音 エ 
656 271 150 ます 。 最大 出力 14.200kW 胆沢 川 し キ 入 橋 
基 柳 昌 肌 沢 ダム et 着 
調整 池 治水 ・ か ん が い ・ 上 水道 1 に 
発電 
EEag 志 のり 上 53 中 央 コア 型 ロ ッ ク フ ィ ル 
: 女 徳 水 園 円 筒 分 水口 か ら 
14.80 1270 流域 面积 胆沢 川 農 水 地域 (第 2 農水 ) へ 
83.80 7230 A=185km* 
コン クリ ー ト 13200 13500.000 
549000 143000000 8k 胆沢 開拓 地域 (第 1 農水 ) へ 
229,000 132,000,000 
196.0 185.0 
01 44 胆沢 川 を 利用 する 発電 所 の 取水 模式 図 

















目 洪 :11 滤 党 亩 
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が ん 


石 洞 第 一 発電 


ど ご う だ い OCS 员 于 站 本 全 种 下 よ 


電 所 


石油 第 一 発電 所 


発電 所 別 








N 国 有数 の 地下 式 発電 所 


岩 洞 第 一 発電 所 は 、 最 大 出力 が 41.000 キ ロワ ッ ト の ダッ ム 水 路 式 発電 
所 で 、 県 営 と し て は 2 番目 の 発電 所 と し て 、 ま た わが 国有 数 の 地下 式 
発電 所 と し て 昭和 35 年 12 月 に 運転 開始 し まし た 。 

の 発電 所 は か ん が い 及 び 発 電 を 目的 と する 多目的 ダム と し て 昭和 
35 年 に 完成 し た 岩 洞 ダ ム の 貯留 水 を 利用 し て お り 、 発 電 に 使用 し た 水 
は 下流 の 岩 洞 第 二 発 電 所 に 送ら れ て いま す 。 


岩 洞 第 二 発 電 所 は 、 最大 出力 が 8.600 キ ロワ ッ ト の 水路 式 発電 所 で 、 
we に 岩 洞 第 一 発電 所 と 同時 に 運転 開始 し まし た 。 
発電 所 は 、 岩 洞 第 一 発電 所 で 使用 し た 水 を 直接 取水 し て いま す 

が 、 か ん が い 期 間 中 は 原則 と し て 発電 を 行わ ず 、 そ の 水 を 岩手 山 私 地 
区 の か ん が い 用 水 と し て 送っ て いま す 。 

平成 2 年度 に 実施 し た 岩 洞 第 一 発電 所 主要 変圧 益 の 更新 工事 で は 、 
絶縁 油 に ナタ ネ 油 を 用 いる (全国 初 ) な ど 、 環 境 負 荷 の 低減 に 取り 組 
ん で いま す 。 

送 川 揚水 所 は 、 渓 流 取 水 の 残 流域 分 を 集 水 し 、 最 大 2.5m /s を 岩 洞 
ダム に ポン プア ッ プ する 施設 で す 。 


















































単位 岩洞 第 一 岩洞 第 二 逆 川 揚 水 所 
水系 河川 名 北上 川 水系 丹 藤 川 北上 川 水系 丹 藤 川 所 在 地 盛装 市 豆 咱 
所 在 地 盛岡 市 日 ノ 戸 盛岡 市 門前 寺 PPP 让 
形 式 ダム 水路 式 水 路 式 RE 
最大 有効 落差 | m 405.20 86.40 ポ (2 台 ) 
発 | 最 大 使用 水量 | を 12.0 12.0 吸込 700 
最 大 出力 | kW 41.000 8600 (HI133 改 ) 吐出 400 
「 間 供 給電 力量 下記 kWh 158 19 125x2 
運転 開始 年 月 昭和 35 年 12 月 昭和 35 年 12 月 885 
二 | | 形 式 立 軸 単 輪 4 射 ペ ルト ン | 立 軸 単 輪 単 流 渦巻 フラ ン シ ス 750 
人 攻 カ | kW 21.000 x2 8900x1 三 相 誘導 電動 機 
車 全 用 水量 ns 6.0x2 12.0 (2 
所 回 転 数 | rpm 500 500 1.500 x2 
形 式 立 軸 回 転 界 磁 三 相同 期 | 立 軸 回 転 界 磁 三 相同 期 3.300 
発 (ブラシ レス ) (ブラ シレ ス ) 2 
電 | 出 力 | kVA 24000x2 9800x1 次 
機電 耕 | 六 11.000 6600 
電 流 | A 1.259 857 人 
站 MAA W ( 江 流 部 1160) 
目 的 か ん が い ・ 発 電 mn 6736 
| 有形 式 倾斜 心 壁 型 士 石 儿 和 一 站 00 
"| 貞 陣 3 0 本 有効 貯水 80000 
坦 長 | m 3510 一 
体 積 | m 850.000 一 
ム | 総 貯 水量 | 天 65600.000 一 
有効 貯水 量 | mm 46,300,000 一 
流 域 面 積 | km 2200 一 
江水 面积 | km 623 一 
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か ん が い 事 業 に お ける 企業 局 の 役割 


1 企業 局 の 役割 
企業 局 は 、 胆 沢 第 二 発 電 所 や 岩 洞 第 一 発電 所 、 仙 人 発電 所 の 建設 工事 に お いて 、 国 (か ん が い 事 業 ) と の 共 
同 事業 で 取水 堀 堤 、 取 水口 、 導 水路 及び 水圧 鉄管 路 等 の 共同 施設 を 築造 し まし た 。 
これ ら の 共同 施設 の 運用 に あたり 、 企 業 局 は 、 国 か ら 受 託し て 維持 管理 を 行う と と も に 、 か ん が い 事 業 を 優 
先 し て 発電 使用 水量 を 調整 し 、 農 業 用 水 の 安 定 供給 を 行っ て いま す 。 


2 企業 局 の 主 な 業務 
・ 共同 施設 で ある 取水 堀 坦 や 取水 口 に 設置 され た 水門 設備 に つい て は 、24 時 間 体制 の 遠方 監視 で 取水 量 や 運転 
状態 を 監視 ・ 制 御 し て いま す 。 
・ か ん が い 期 間 中 は 、 農 業 用 水 の 安 定 供給 を 優先 し て 発電 所 の 使用 水量 を 調節 し て いま す 。 
・ 共 同 施設 の 維持 管理 に つい て は 、 定 期 的 な 点検 、 整 備 及び 修繕 ・ 改 良 等 の 保守 業務 を 行っ て いま す 。 
・ 共 同 施設 に 災害 や 故障 等 が 発生 し た 際 に は 、 速 や か に 復旧 し て いま す 。 
・ 発電 所 が 故障 等 で 停止 し た 場合 、 代 替 設備 か ら 放流 し て 農業 用 水 を 供給 し て いま す 。 


3 農業 用 水 の 供給 概 要 

胆沢 第 二 発 電 所 で は 、 胆 沢 ダ ム の 下流 に ある 若柳 堀 堤 (共同 施設 ) か ら 、 発 電 と 農業 用 あわ せ て 最大 
16.0m/s の 水 を 取水 し て 発電 し た 後 、 下 流 の 農業 用 水路 に 放流 し 、 円 筒 分 水 ( 徳 水 園 ) を 経由 し て 胆沢 平野 の 
田畑 へ 農業 用 水 を 供給 し て いま す 。 

また 、 岩 洞 第 一 発電 所 で は 、 岩 洞 湖 に ある 岩 洞 取 水口 か ら 、 発 電 と 農業 用 あわ せ て 最大 12.0m/s の 水 を 取水 
し て 発電 し た 後 、 下 流 に ある 岩 洞 第 二 発 電 所 の 水槽 を 経由 し 、 滝沢 駅 近く に ある 円 筒 分 水 (南北 分 水 工 ) か ら 、 
盛岡 市 ( 旧 玉 山村 ) や 滝沢 市 の 田畑 へ 農業 用 水 を 供給 し て いま す 。 

な お 、 農 業 用 水 供給 期間 中 は 、 岩 洞 第 二 発 電 所 の 運転 を 抑制 する こと に より 、 岩 洞 第 二 発 電 所 の 水槽 か ら 最 
大 9.0m/s の 農業 用 水 を 供給 し て いま す 。 

その ほか 、 御 所 発電 所 で は 、 下 流 の 鹿 妻 穴 堀 で 取水 する 農業 用 水 を 安定 供給 する た め 、 発 電 水量 の 調整 を 行っ 
て いま す 。 


(1) 胆沢 第 二 発電 所 





【 写 真 】 円 筒 分 水 ( 徳 水 園 ) 

この 施設 は 、 胆 沢 第 二 発 電 所 の 下流 に ある 、 か ん が い 事 業 

専用 の 施設 で す 。 

ーーー トニ 上 流 の 胆沢 第 二 発電 所 か ら 放流 され た 水 は 、 こ こ か ら 下 流 
= の 田畑 へ 供給 され ます 。 


【 写 真 】 岩 洞 取 水口 

写真 中 央 の 円 筒 形 の シリ ンダ ー ゲ ー ト は 、 農 業 用 水 と し て 
表面 の 温か い 水 を 取水 する た め 設 置き され た も の で す 。 

か ん が い 期 間 中 は 、 発 電 と 農業 用 あわ せ て 最大 12.0m /s 
の 水 を 取水 し て いま す 。 使用 中 は 水中 に 設置 され 、 水 位 の 
変動 に 応じ て 自動 的 に 開 度 を 調整 し て いま す 。 








【 岩 洞 第 一 発電 所 か ら 農 業 用 水 を 供給 し て いる 地域 (受益 地 )】 








【 写 真 】 岩 洞 第 二 発 電 所 

上 流 の 岩 洞 第 一 発電 所 で 発電 し た 人 後 、 写 真 左上 の 岩 洞 第 二 
発電 所 の 水槽 を 経由 し 、 農 業 用 水管 橋 (写真 中 央 ) を 流下 
し て 下流 の 円 筒 分 水 へ 送水 され て いま す 。 


【 写 真 】 円 筒 分 水 (南北 分 水 工 ) 

この 施設 は 、 岩 洞 第 二 発 電 所 の 下流 に 位置 し 、 か ん が い 事 
業者 が 管理 し て いる 施設 で す 。 こ こ か ら 滝 沢 市 と 盛岡 市 の 
受益 地 に 給水 し て いま す 。 

















\ $ 


SN 
1 際 水 地 坦 


3 
猫 足 又 沈 取 下 二 


ーー ニー 


【 写 真 】 鹿 妻 穴 堀 

か ん が い 事 業者 が 管理 する 鹿 妻 穴 堀 は 、 御 所 発電 所 の 下流 
に 位置 し 、 御 所 発電 所 が 発電 放流 し た 水 を 取水 し て 下流 の 
田畑 へ 給水 する 、 か ん が い 事 業 専用 の 施設 で す 。 
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四 十 田 発電 所 





民間 会 社 と の 共同 運転 の 発電 所 


仙人 発電 所 は 、 最 大 出力 が 37.600 キ ロワ ッ ト の ダム 水路 式 発 電 所 
で 、 県 営 と し て は 4 番目 の 発電 所 と し て 、 昭 和 39 年 4 月 に 運転 開始 
し まし な た 。 

発電 所 は 、 湯 田 ダ ム (治水 、 か ん が い 及 び 発 電 を 目的 と する 
多目的 ダム 、 昭 和 39 年 完成 ) の 貯留 水 を 利用 し て いま す 。 

仙人 発電 所 に は 県 営 の 1・2 号 機 と 民間 会 社 の 3 号機 の 計 3 台 の 
水車 発電 機 が あり 、 取 水 設 備 や 建物 を 県 と 民間 会 社 の 共有 と し 、 運 
転 経費 を 両者 で 分 担 す る 全国 で も 珍し い 共 同 運転 を 行っ て いま す 。 


北上 川本 流 唯 一 の ダム に 立地 する 発電 所 


四 十 四 田 発電 所 は 、 最 大 出力 が 15.100 キ ロワ ッ ト の ダム 式 発電 
所 で 、 県 営 と し て は 5 番目 の 発電 所 と し て 、 昭 和 42 年 12 月 に 運転 
開始 し まし た 。 

発電 所 は 、 四 十 四 田 ダ ム (治水 及び 発電 を 目的 と する 多 目 
的 ダム 、 昭 和 43 年 完成 ) の 貯留 水 を 利用 し て いま す 。 発電 に 利用 
し た 水 は 、 盛 岡市 の 中 心 部 を 縦断 する 北上 川 を 流れ る こと か ら 、 
発電 放流 に より 下流 河川 の 水位 が 急激 に 上 昇 し な いよ う 細 心 の 注 
意 を 払う と と も に 、 市 内 要 所 に 設置 し た 警報 装置 か ら 音声 に より 
注意 喚起 の た め の 放 送 を 行っ て いま す 。 


有沢 川 













































































発電 所 別 | 、 。 
発電 所 別 | Nuty 2 四 単位 四 十 四 田 
項 目 
水系 河川 名 北上 川 水系 北上 川 
水系 河川 名 北上 川 水系 和賀 川 
所 在 地 盛岡 市 上 田 字 松屋 敷 
所 在 地 北上 市 和賀 町 仙人 の 
ム 
Nick a 最大 有効 落差 | m 3270 
取 2 m は 瑟 . 時 3 
NE 0 発 最大 使用 水量 | 4 55.0 
発 | 最大 出力 | kW 15100 
0 四 0 年 間 供給 電力 量 1 理 万 kWh 68 
年 間 供 給電 力量 | 百 万 kWh 135 運転 開始 年 月 昭和 42 年 12 月 
運転 開始 年 月 昭和 39 年 4 月 電 | | 形式 Miu 
電 | | 形 式 立 朝 単 輸 単 流 油 巻 フラ ン シ ス 水 加 
出 力 | kW 15,700 x 1 
a 20000x2 仙人 発電 所 間隔 
き 証 | 使 用 水量 | mm4 550 
車 信用 水量 | m2 210x2 me 5 
所 | | 加 転 数 | pm 375 小 起 立 軸 回 転 界 磁 三 相同 期 
形 式 立 還 回転 界 磁 三 相同 基 発 (ブラ シレ ス ) 
店 人 電 | 出 态 | 区 A 18000x1 
二 | 出 力 | kVA 22000x2 電 圧 | V 6600 
機 了 
機電 。 圧 | Y 11000 電 。 流 | A 1575 
a 名 称 四 十 四 田 ダム 
名 称 湯田 ダム 目 的 治水 ・ 発 電 
目 的 治水 ・ か ん が い ・ 発 電 形 雪 重力 式 コ ンク リー ト 
形 式 アー ナチ 重力 式 アー ス 複 合 ダム 
NO 
の コン クリ ー ト ダム ダ | 提 高 | m 50.0 
如 高 | m SS 坦 較 呈 二 4800 
坦 长 | m 264.9 体 積 | 頂 | コン クリ ー ト 290000 
体 積 | T 379.000 = 92,150 
ム | 総 貯水 量 | 也 114.160.000 2 総 貯水 量 | m 47.100.000 
有効 貯水 量 | 王 93.710.000 有効 貯水 量 | 革 35.500.000 
流域 面积 | km 583.0 流域 面积 | km 1.196.0 
洪水 面積 | km 63 洪水 面積 | km 39 















































湯田 ダム 
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田 同 十 還 


















































レル > 入 惑 几 
小 本 川 
御 
所 画 川 
8 Cf 
甲子 川 
三 所 kN 
CO 
| 
SM 御 所 
水系 河川 名 北上 川 水 系 土石 川 
所 在 地 盛岡 市 薄 字 下 猿 田 
形 放 ダム 式 
最大 有効 落差 | m 26.37 
発 | 最 大 使用 水量 | mm 600 
最 大 出力 | kW 13,000 
年 間 供給 電力 量 | 百 万 kWh 56 
運転 開始 年 月 昭和 56 年 1 月 
電 | | 形 式 立 軸 単 輸 単 流 油 巻 カプ ラン 
水 | 力 | kW 7040x2 
总 使用 水量 | m$ 30.0 
所 回 転 数 | rpm 333 
形 式 立 軸 回 転 界 磁 三 相同 期 
発 (2 シラ 
电 | 出 力 | kVA 7500x2 
楼 | 电 圧 | V 6600 
電 流 | A 656 
名 称 御所 ダム 
目 的 治水 ・ か ん が い ・ 発 電 
形 或 中 央 コア 型 ロ ッ ク フ ィ ル コ 
ンク リー ト 重 力 式 複合 ダム 
和 | 更 高 | 喜 525 
坦 長 | m 3270 
体 積 | 下 | ロック フィ ル 980.000 
コン クリ ー ト 220000 
総 貯 水量 | 也 65.000000 
有効 貯水 量 | 也 45.000.000 
流域 面积 | km 635.0 
洪水 面積 | km 6.4 
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美しき 湖畔 に 立地 する 発電 所 


御所 発電 所 は 、 最大 出力 が 13.000 キ ロワ ッ ト の ダム 式 発電 所 で 、 
県 営 と し て は 6 番目 の 発電 所 と し て 、 昭 和 56 年 1 月 に 運転 開始 し 
まだ 。 

この 発電 所 は 、 御 所 ダム (か ん が い 、 上 水道 及び 発電 を 目的 と 
する 多目的 ダム 、 昭 和 56 年 完成 ) の 貯留 水 を 利用 し て いま す 。 発 
電 に 使用 し た 水 は 案 石川 を 流れ 、 盛 岡市 の 中 心 部 で 北上 川 と 合流 
する こと か ら 、 発 電 放 流 に より 下流 河川 の 水位 が 急激 に 上 昇 し な 
いよ う 細 心 の 注意 を 払う と と も に 、 市 内 要 所 に 設置 し た 警報 装置 
か ら 音 声 に より 注意 喚起 の た め の 放 送 を 行っ て いま す 。 

また 、 屋 外 変電 設備 に は 県 営 発電 所 と し て 初め て G I S (ガス 
絶縁 開閉 装置 ) を 採用 し て いま す 。 





御所 ダム 


中 津川 


胆识 咱 





島川 





























人 発電 所 別 単位 洋 
水系 河川 名 久慈 川 水系 長 内 川 
所 在 地 久慈 市 小 久 慈 町 
形 式 ダム 式 
最大 有効 落差 | m 25.83 
発 最大 使用 水量 | mm 人 25 
最 大 出力 kW 450 
年 間 供給 電力 量 | 百 万 KWh 8 
運転 開始 年 月 如 和 57 年 7 月 
电 形 式 横 軸 単 輸 単 流 油 巻 フ ラン シス 
が 力 | kW 540x1 
部 使用 水量 | i 25 
所 回 転 数 | rpm 600 
形 式 横 軸 回 転 界 磁 三 相同 期 
発 (プラ シレ ス ) 
電 | 出 カ | kVA 550 x1 
機 | 電 圧 | V 6600 
電 流 | A 48 
名 称 滝 ダ ム 
目 的 治水 ・ 発 電 
形 式 重力 式 コ ンク リー ト ダ ム 
ダ | 左 高 | m 700 
坦 長 | m 1870 
体 積 | mj 220.000 
网 | 国语 水量 | 癌 7.600000 
有効 貯水 量 | mm 6000000 
流域 面积 | km 152.6 
洪水 面積 | km 0.34 

















海 の 見 える ダム に 立地 する 発電 所 


滝 発電 所 は 、 最 大 出力 が 450 キ ロワ ッ ト の ダム 式 発電 所 で 、 県 営 
と し て は 7 番目 の 発電 所 と し て 、 ま た 初め て の 小 水力 発電 所 と し て 
昭和 57 年 7 月 に 運転 開始 し まし た 。 
この 発電 所 は 、 滝 ダム (治水 及び 発電 を 目的 と する 多目的 ダム 、 
昭和 57 年 完成 ) の 貯留 水 を 利用 し て いま す 。 滝 
発電 は ダム の 維持 放流 水 を 利用 し て いる こと か ら 、 ダ ム 運 用 に 完 
全 に 従属 し て 運転 し て いま す 。 
遠隔 地 の た め 運 転 開始 当初 は 有人 の 発電 所 で し た が 、 現 在 は 無人 
化 き れ 、 盛 岡市 内 の 施設 総合 管理 所 か ら 遠 方 監視 制御 を し て いま す 。 
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北 ノ 又 発電 所 


北 ノ 又 第 一 発電 所 
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島川 








二 并 几 


電 所 


県 営 初 の 水路 式 発電 所 


北 ノ 双 発電 所 は 、 最 大 出力 が 7.000 キ ロワ ッ ト の 水路 式 発電 所 で 、 県 
上 し て は 8 番目 の 発電 所 と し て 、 昭 和 58 年 10 月 に 運転 開始 し まし た 。 
発電 所 は 、 県 営 と し て は 初め て 、 ダ ム の 総合 開発 に 参加 する こと 
な < 、 i 開発 し た も の で 、 貯 水 機能 を 有る ない 小 規 模 な 取水 用 の 堀 
堤 に より 川 を せき 止め 、 流 れる 水 を 貯め ず に その まま 発電 に 使用 する 流 
れ 込 み 式 の 発電 所 で す 。 


北 ノ 又 第 二 発 電 所 は 、 最大 出力 が 3.400 キ ロワ ッ ト の 水路 式 発 電 所 で 、 
Ne き 電 所 と し て 、 平 成 元 年 10 月 に 運転 開始 し まし た 。 
発電 所 は 、 既 設 の 北 ノ 又 発電 所 の 上 流 に 建設 し た も の で 、 県 営 と 
E 攻 志 志 下 本。 
これ まで に 建設 され た 発電 所 は 機器 の 冷却 は 水冷 式 、 制 御 は 油圧 操作 
式 で し た が 、 北 ノ 双 第 二 発 電 所 以降 は 空 准 式 、 電 動 操作 式 と する こと で 
設備 の 簡素 化 と 保守 管理 の 簡略 化 を 図っ て いま す 。 


北 ノ 又 第 三 発電 所 は 、 平 成 14 年 に 運転 開始 し た 柏台 発電 所 の 導水 路 の 
落差 を 利用 し た 最大 出力 01 キロワット の 水路 式 発電 所 で 、 県 営 の 水力 と 
し て は 14 番 目 の 発電 所 と し て 、 平 成 22 年 2 月 に 運転 開始 し まし た 。 

水車 は 、 低 落差 ・ 小 流量 で 効率 の 良い 横 軸 マ イク ロナ チュー ブラ を 採用 
し て お り 、 水 路 は 既設 導水 管 を 利用 し 、 発 電 所 枠 は 既設 減 勢 桁 を 利用 し 
て コス ト 低 減 し て いま す 。 



































ST 北 /又 北 ノ 双 第 ニ 北 /又 第 三 
水系 河川 名 北上 川 水系 松川 支流 北上 川 水系 松川 支流 北上 川 水系 松川 支流 
北 Z 又 咱 北 ノ 又 川 北 ノ 又 川 
所 在 地 八幡 平 市 松尾 寄木 八幡 平 市 松尾 寄木 八幡 平 市 松尾 寄木 
形 式 水路 式 水路 式 水路 式 
最大 有効 落差 | m 206.40 121.10 625 
発 | 最大 使用 水量 | mm る 41 35 134 
最 大 出力 | kW 7.000 3400 61 
年 間 供 給電 力量 万 kWh 25 13 04 
電 運転 開始 年 月 昭和 58 年 10 月 平成 元 年 10 月 平成 22 年 2 月 
形 EE 立 軸 単 輸 単 流 渦巻 フラ ン シ ス | 横 軸 単 輪 単 流 渦巻 フラ ン シ ス | 横 軸 マイ クロ チュ ー ブ ラ 水車 
本 | kw 7250x1 3.600x1 68 
于 | 使 用 水 量 | mm 41 35 134 
所 回 転 数 | rpm 750 750 800 
形 式 立 軸 回 転 界 磁 三 相同 期 横 軸 回 転 界 磁 三 相同 期 横 軸 か ご 形 三 相 誘 導 発電 機 
発 (ブラシ レス ) (プラ シレ ス ) 
電 | 出 力 | EVA 7800x1 3500x1 65 
機電 。 圧 | V 6600 6600 400 
電 流 | A 682 306 107 
取 | し 北 ノ 又 川 取水 堀 坦 北 ノ 又 川 第 2 取水 堀 坦 北 ノ 双 第 三流 入水 模 
人 他 2 か 所 他 3 か 所 
備 | 流 域 面積 km 366 285 366 




















北 ノ 又 発電 所 


北 ノ 又 第 二 発 電 所 











北 / 又 第 三 発電 電 所 (入口 








北 ノ 又 川 取水 堀 坦 





| 


北 ノ 又 川 第 二 取水 堀 堤 








北 ノ 又 第 三 発電 所 水車 発電 機 


7Z 


日 半 ・ 渦 ヽ 立 


目 誤 ・ 


に と 


いり は た は つ で ん し ょ ま ょ 


和信 畑 発 


吉 
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中 津川 


筆 川 


胆 江 咱 


発電 所 別 





























项 単位 入 。 畑 
水系 河川 名 北上 川 水系 夏 油 川 
所 在 地 北上 市 和賀 町 岩崎 新 田 
形 式 ダム 式 
最大 有効 落差 | m 74.16 

発 最大 使用 水量 | < 355 
最 大 出力 | kW 2100 
年 間 供給 電力 量 | 百 万 kWh 9 
運転 開始 年 月 平成 2 年 4 月 

電 | 形 式 立 朝間 輪 単 流 油 巻 フラ ン シ ス 
本 力 | kW 2200x1 
車 使用 水量 | m$ 3.5 

所 回 転 数 | rpm 750 

形 式 立 軸 回 転 界 磁 三 相同 期 
発 (0 シッ シク レジ ) 
電 | 出 力 | kVA 2200x1 
機電 圧 | V 6600 
電 流 | A 192 
名 称 入 畑 ダム 
目 的 治水 ・ 上 水道 ・ 工 業 用 水道 ・ 
か ん が い ・ 発 電 

了 形 式 重力 式 コ ンク リー ト ダ ム 
坦 高 | m 80.0 
坦 長 | m 2330 
体 積 | mm 293.200 

ム | 総 貯水 量 | T 15.400.000 
有効 貯水 量 | m 13.900.000 
流域 面积 | km 38.0 
洪水 面積 | km 0.63 
































秘 湯 夏 油 温泉 の 入口 に 立地 する 発電 所 


入 畑 発電 所 は 、 最大 出力 が 2.100 キ ロワ ッ ト の ダム 式 発電 所 で 、 
県 営 と し て は 10 番 目 の 発電 所 と し て 、 平 成 2 年 4 月 に 運転 開始 し 
まじ た 。 

この 発電 所 は 、 入 畑 ダム (治水 、 上 水道 、 工 業 用 水道 、 か ん が 
い 及 び 発 電 を 目的 と する 多目的 ダム 、 平 成 2 年 完成 ) の 貯留 水 を 
利用 し て いま す 。 

発電 は ダム の 利水 放流 水 を 利用 し て いる こと か ら 、 ダ ム 運 用 に 
完全 に 従属 し て 運転 し て いま す 。 

新 技術 の 採用 に よる 建設 コス ト の 縮減 と し て 、 導 水路 に FRP 
管 (強化 プラ スチ ッ ク 複 合 管 ) を 使用 し て いま す 。 
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NE 松川 
水系 河川 名 北上 川 水系 松川 
所 在 地 八幡 平 市 松尾 寄木 
形 式 水路 式 
最大 有効 落差 | m 1880 
落 | 最 大 使 用 水 量 | mm 30 
最 大 出 力 | kW 4600 
年 間 供 給電 力量 目 jkWh 19 
運転 開始 年 月 平成 8 年 10 月 
電 | | 形 式 横 軸 単 輪 二 射 ペル トン 
ポ 出 力 | kW 4750x1 
年 | 使用 水量 | mi 30 
所 回 転 数 | rpm 300 
形 。 式 横 軸 回 転 界 磁 三 相同 其 
発 (グラ ジル レズ) 
電 出 力 | kVA 4700 
机 电 奢 ‖ W 6.600 
電 。 流 | A 412 
上 名 称 松川 取水 堀 他 1 か 所 
半 | 流 赴 面 積 km 262 











森 に と け こ お む 山 小屋 風 の 発 電 所 


松川 発電 所 は 、 最 大 出力 が 4600 キ ロワ ッ ト の 水路 式 発電 所 で 、 
県 営 と し て は 11 番 目 の 発電 所 と し て 、 平 成 8 年 10 月 に 運転 開始 し ま 
し 2758 

松川 取水 堀 は 施工 性 、 経 済 性 に 優れ て いる 「 ゴ ム 引 布製 起伏 堀 ( 通 
称 ラ バー ダム )」| を 採用 し て いま す 。 焼 切 川 取水 坦 か ら の 導水 管 は 、 
焼 切 川 の 水質 が 強酸 性 水 の た め 、 施 工 性 、 経 済 性 、 メ ン テ ナ ンス に 
優れ て いる FRPM 管 ( 強 化 プ ラス チッ ク 複 合 管 ) を 採用 し て いま す 。 

また 、 自然 景観 と の 調和 に 配慮 し 、 水圧 管 路 の 大 部 分 を 埋設 と し 、 
発電 所 建屋 は 外観 を 山小屋 風 と し て いま す 。 





な ター - 


松川 取水 堀 ・ ゴ ム 引 布製 起伏 坦 
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起 一 


早 池峰 発電 所 


は つ で ん 
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津 石川 中 津川 


有沢 川 


発電 所 別 





早 好 峰 





水系 河川 名 
所 在 地 
形 式 
最大 有効 落差 
最大 使用 水量 
8 部 力 
年 間 供給 電力 量 
運転 開始 年 月 


m 
ns 
kW 
昌 jkWh 


北上 川 水系 程 吐 川 
花巻 市 大 迫 町 
ダム 式 
50.01 
35 
1.400 
7 
平成 12 年 6 月 








水 


世 


横 電 単 輸 単 流 油 巻 フラ ン シ ス 
1.480 
35 
750 





呆 | 盏 高 让 
所 
昔 并 
光導 伯 き 肖 


柄 柄 于 





横 軸 回 転 界 磁 三 相同 期 
(ラジ レス) 


1.500 
6.600 
132 





発 
机 
名 
目 
形 

全 E 
堤 
体 
総 
有 
流 
洪 





痢 痢 陣 陣 痢 滞 型 光 肢 逐 天田 


人 
避 司 闪闪 








早 池峰 ダム 
治水 ・ 上 水道 ・ 工 業 用 水道 ・ 発 電 
重力 式 コ ンク リー ト ダ ム 
73.5 
333.0 
333.000 
17.250.000 
15.750.000 
5 
0.86 








ワイ ン の 里 の 発電 所 


早 池峰 発電 所 は 、 最 大 出力 が 1.400 キ ロワ ッ ト の ダム 式 発電 所 
で 、 県 営 で は 12 番 目 の 発電 所 と し て 平成 12 年 6 月 に 運転 を 開始 し 
まし た 。 

発電 所 は 、 早 池峰 ダム (治水 、 上 水道 、 工 業 用 水道 及び 発 


電 を 目的 と する 多目的 ダム 、 平 成 12 年 完成 ) の 利水 放流 水 を 利用 


し て いる こと か ら 、 ダ ム 運 用 に 完全 に 従属 し て 運転 し て いま す 。 
水圧 管 路 に ステ ン レ スク ラッ ド 鋼 を 用 いて 、 保 守 管 理 の 簡略 化 
を 図っ て いま す 。 





早 池峰 発電 所 





八幡 平 市 


土石 川 


取 沢 





























発電 所 別 | 单位 本 
水系 河川 名 北上 川 水系 松川 ・ 北 ノ 叉 川 
所 在 地 八幡 平 市 松尾 寄木 
形 式 水路 式 
最大 有効 落差 | m 4230 
| 最大 使用 水量 | mm 760 
最 大 出力 | kW 2.700 
年 間 供給 電力 量 | 百 万 KWh 11 
運転 開始 年 月 平成 14 年 10 月 
電 | | 形 式 本 二輪 上 流 滑 両 掛 フ ラン シス 
0 出 力 | kW 2740 
市 | 使 用 水 量 | mm 760 
所 回 転 数 | rpm 600 
形 式 横 軸 回 転 界 磁 三 相同 期 
発 0 シレ 0) 
電 出 力 | kVA 2.800 
机 电 J 各 6.600 
電 流 | A 245 
Ka 称 相 台 第 一 取水 志 他 1 办 所 
蓄 | 流 域 面 生 kt 760 

















岩手 山 の 景 観 と 調和 し た 発電 所 


柏台 発電 所 は 、 最大 出力 が 2.700 キ ロワ ッ ト の 水路 式 発電 所 で 、 
県 営 の 水力 と し て は 13 番 目 の 発電 所 と し て 、 平 成 14 年 10 月 に 運転 
開始 し まし た 。 


この 発電 所 は 、 岩 手 県 企業 局 が 八幡 平 市 松尾 地内 に シリ ー ズ 開 


発 と し て 、 既 設 の 北 ノ 又 、 北 ノ 又 第 二 、 松 川 発電 所 に 続い て 建設 
され た も の で す 。 

取水 用 の 堀 堤 と し て 、 婚 設 の 砂防 ダム を 利用 し 、 建 設 事 業 費 の 
低減 を 図っ て いま す 。 

水車 は 、 効 率 の 良い 横 軸 二輪 両 掛 フ ラン シス 水車 を 採用 し て お 
り 、 水 路 は 、 水 管 橋 部 分 を 除き 埋設 し て いま す 。 ま た 、 発 電 所 建 


屋 は 自然 景観 に 調和 する よう 配慮 し て いま す 。 


hw Eu 


Wi N 




















水車 発電 機 
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了 站 


YS 


や な が わ は つ で ん し ょ 


染 川 発電 所 


な 


ふ つり ょ く は 


稲庭 高原 風力 発電 所 


県 営 初 の 風力 発電 所 


稲庭 高原 風力 発電 所 は 、 県 営 と し て 初め て の 風力 発電 所 で 、 平 成 
13 年 9 月 に 運転 開始 し まし た 。 発 電 所 が 設置 され て いる 稲庭 高原 は 
稲庭 岳 (標高 1078m) の 南東 部 裾野 に 広がる 標高 700m 前 後 の 高 原 
で DD 風 の 吹く 場所 と し て 地元 に 知ら れ て いま す 。 

発電 所 で は 、 風 の 強 さ に より 風車 の 回 転 速度 が 変化 し 、 高 い 
Rh 風 の 





タブ レッ ト 端 末 で 制御 可能 な 発電 所 


染 川 発電 所 は 、 岩 手 県 が 建設 し た 委 川 ダム の 洪水 調整 、 
流水 の 正常 な 機能 維持 、 上 水道 の 供給 及び 常時 満水 維持 の 
た め に 行う 放流 を 利用 し た 水力 発電 で す 。 


発電 所 は 、 タ プレ ッ ト 端 末 に よる 運転 制御 が 可能 な sa (し 
aa 強 さ に より 電力 が 変化 し ます が 、 配 電線 へ の 影響 が 小さ く な る よう 
Y ヽ JCY 一 田 


(SB NN な 方 式 が 用 いら れ て いま す 。 
を 実現 し て お り 、 令 和 3 年 7 月 に 営業 運転 を 開始 し まし た 。 人 
2 A ‘ 3 また 、 樹 木 の 伐採 を 避け る た め に 建設 地 と し て 道路 な ど が 整備 さ 


れ た 牧草 地 を 選ぶ と と も に 、 鳥 が 風車 に 衝突 し な いよ うに 配慮 し て 
いま す 。 

な お 、 現 在 、 令 和 4 年度 の 運転 開始 に 向け て 、 発 電 所 の 再開 発 
工事 を 行っ て いま す 。 


⑥ 風力 発電 機 の 構造 


有沢 川 





※ 風 車 の 方 向 が 常に 風 上 を 
向く よう ナセル が 回 転 する 。 













風車 ロー ター 
メイ ン ベ ア リン グ 
ピッ チ 角 制御 装置 






























































ロー ター( 回 転 部 ) 
発電 所 位置 - 
発電 所 別 単位 島川 給 電 2 1980kW (1 基 ) プレ ー ド (3 根 ) 
年 間 供給 電力 量 約 554 万 kWh 間野 
水系 河川 名 北上 川 水系 筆 川 総 事業 費 約 10 億 4 千 万 円 十 七 儿 ( 机 械 室 ) 
MM AM 運転 開始 年 月 。 令 和 4 年 7 月 中 ヨー 前 
形 起 ダム 式 攻 汪 于 
最大 有効 落差 | m 5065 
電 | 最大 使用 水量 | mm る $ 48 風車 ブレ ー ド (羽根 ) が 風 を 受け て 回 る と 、 ブ レー ド か ら 伝 えら れ た 回 転 力 で 発電 
最大 出力 | kW 1900 機 が 回 り 、「 電 気 」 が 起き ます 。 
常 时 kW 360 上 
所 | 年 間 供給 電力 量 | 百 万 kWh 11 
運転 開始 年 月 令 和 3 年 7 月 
目 的 治水 ・ 上 水道 ・ 発 電 
形 式 重力 区 コン クリ ー ト ダム 
坦 高 m RD 
堤 長 m 249.0 
体 積 m 228.480 
総 貯水 量 m 19.100.000 
内 有効 貯水 量 m 16,700.000 
流域 面积 | km 2304 
湯水 面積 | km 097 


























新 同 車 (再開 発 工事 中 ) 
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寺 藻 


ほし か ぜ お か 


星 風 の 丘 


いい さり た いよ 音 癌 


相去 太陽 光 発 電 所 


県 営 初 の 太陽 光 発 電 所 


相 夫 太陽 光 発電 所 は 、 県 営 と し て 初め て の 太陽 光 発 電 所 で 、 平 成 26 年 1 月 
に 運転 開始 し まし た 。 発 電 所 は 、 県 立 北上 翔 南 高 等 学校 の 水田 等 実習 地 の う 
ち 、 未 利用 地 を 取得 し て 建設 され まし た 。 発電 所 の 近隣 に ある 大 糧 公 園 は 、 
白鳥 の 飛来 地 と し て 知ら れ 、 毎 年 、 冬 に は 白鳥 が 羽根 を 休め る 姿 を 見 る こと 
が で きま す 。 

ii また 、 こ の 発電 所 は 災害 な ど に より 大 規模 な 停電 が 起こ っ て も 、 日 中 で あ 
れ ば 部 分 的 に 運転 する こと で 最大 3 kW の 電力 を 、 地 域 の 方 が 使用 する こと 
が で きま す 。 





た か も りこ うけ げ ん め うり < 人 は 還 包 原 G 還 人 軸 5 間 8 


高森 高原 風力 発電 所 


全国 の 公営 発電 所 で 最大 の 風力 発電 所 


高森 高原 風力 発電 所 は 、 地 域 に 農 存 する 再生 可能 エネ ルギー を 有効 に 活用 
する た め 、 一 戸町 高森 高原 を 吹き 抜け る 風 を 利用 し 発電 する も の で す 。 

この 発電 所 は 、 県 内 で 初め て の 菩 電 池 併設 型 の 大 規模 風力 発電 所 で あ 
り 、 風 の 強弱 に 応じ て 生じ る 出力 の 変化 を 菩 電 池 の 充 放電 及び 風車 制御 で 
調 侵す る こと に より 、 従 来 型 の 風力 発電 に 比べ て 出力 変動 の 少な い 電力 を 
供給 し 、 電 力 系 統 の 安定 化 に 寄与 する と いう 特徴 が あり ます 。 

また 、 同 発電 所 が 地域 住民 の 皆様 に と っ て より 身近 で 親しみ や すい 存在 
と な る よう 、 地 元 一 戸町 の 志和 動 組 和 の し くみ 
小学 生 を 対象 に 愛称 募集 を 
行い 、「 星 風 の 丘 ] に 決定 | 
し まし た 。 こ の 愛称 は 「 き 
れい な 星空 ] と 「 や わら か 





大 陽光 発電 の し くみ 太陽 の 光 エ ネル ギー を 吸収 し て 電気 に 変換 し 

ます 。 

"電池 "と いっ て も 電気 を 甘え る の で は な く 、 光 
の 射 し 込む 強 き (日 射 強度 ) に 応じ て 発電 し ます 。 

太陽 電池 は n 型 と p 型 と 呼ば れる 2 種類 の 半 導 
体 か ら で き て いま す 。 

これ に 光 が 当 た る と 正 孔 け ) と 電子 (-) が 発生 い 風 に 丘 の 草 が 揺れ る イ 
し 、p 型 半導体 へ 正 孔 (+) が 、n 型 半導体 の 方 本 、 
へ は 電子 (-) が 多く 集まり 、2 つ の 半導体 に は 電 机 
位 差 が 生じ (電圧 が 発生 ) ます 。 れ た も の で す 。 

この 2 つの 半導体 に 電極 を 通じ て 電線 を つなぐ _ 
と 、 電 流 が 流れ ます 。 ©O 下 





有沢 








風車 発電 機 














oo 








ーー 発電 所 名 称 高森 高原 風力 発電 所 
発電 所 名 称 。 相去 太陽 光 発電 所 発電 所 全体 図 発電 所 位置 二戸 郡 一 戸町 高森 高原 地区 
発電 所 位置 。 岩手 県 北上 市 相去 町 高 前 森 地 内 風車 の 型式 水平 アッ プ ウ ィ ン ド 

数 地 面积 。 約 35ha 総出 力 25300kW (2300kWx11 基 ) 
82 00kM 年 間 供給 電力 量 約 53 百 万 kWh 

年 間 供 着 電力 量 。 約 1 百 万 kWh 雷電 半 電池 鉛 革 電池 








YY の 


大 電電 池 モ ジュ ー】 単 結晶 シリ コン 250W x6560 枚 
パリ ー コ ソ ツア ディ イツ ョ ナ 500kW x 2 台 、10kW x 1 台 
総 事 業 費 約 5 億 円 

運転 開始 年 月 平成 26 年 1 月 


(定格 入出 力 7.500kW) 
総 事 業 費 約 127 億 円 
運転 開始 年 月 平成 30 年 1 月 


bb 








発電 所 全景 発電 所 全景 
24 25 


酒 副将 事 





本 
電気 を つく る 


電気 を つく る に は 
コイ ル (電線 を ぐる ぐる と 輪 の 形 に 巻い た も の ) 
永久 磁石 
を 人 準備 し ます 。 
磁石 を コイ ル に 近づけ た り 遠 ざけ た りす る (磁石 と コイ ル の 位置 
関係 が 相対 的 に 変化 する ) と コイ ル に 電流 が 流れ ます 。 
(参考 : レン ツ の 法則 、 フ ァ ラ デー の 電磁 誘導 の 法則 ) 


電池 の いら な い 懐 中 電灯 が 市 販 ミ され て いま す 。 こ れ は 懐中 電灯 を 
振る こと で 中 の 磁石 が 往復 運動 を し て 、 外 側 に 巻 か れ た コイ ル に 電 
流 が 流れ 、 こ れ を 蓄え て LED を 点灯 し て いま す 。 


この 方 法 で 発電 で きる 電気 の 量 は ほん の 少し で すし 、 磁 石 を 出し 
入れ (往復 運動 ) する 機械 を つく る の は 大 変 で す 。 


そこ で 、 実 用 的 な 発電 機 は 、 磁 石 を 回 転 き せ て 、 そ の 外側 に 巻 か 
れ た コイ ル か ら 電 気 を 取り 出す よう に し て いま す 。 こ の 磁石 に は 電 
磁石 を 用 い 、 磁 石 の 強 さ を 調整 で きる よう に し て いま す 。 


この 電磁 石 を 回 転 き せる た め に 、 水 の カカ や 風 の 力 を 利用 し ます 。 
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水力 発電 
ダム 式 発電 所 ni ダム 水路 式 発電 所 水路 式 発電 所 
ピ 還 還 本 時 =、 | 


工業 用 水道 事業 





工業 用 水道 事業 の あら まし 


本 県 で は 、 県 勢 発展 計画 の 一 環 と し て 工業 の 振興 に よる 雇用 機会 の 拡大 と 県 民 所 得 の 
増大 を 図る た め 、 工 業 開発 に つい て は 、 全 県 に 波及 効果 が 及ぶ よう 、 内 陸 型 工業 地 常 の 
形成 に 取り 組ん で きま し た 。 

本 県 の 内 陸 工 業 地 帯 の ーー つ で ある 、 北 上 市 を 中 心 と し た 北上 中 部 地区 は 、 鉄 道 及び 道 
路 網 の 結節 点 で ある ほか 、 高 速 交 通 網 の 整備 に 伴い 、 都 市 化 、 工 業 化 が 進ん で いま す 。 

県 の 工業 用 水道 は 、 こ の 地域 の 工業 団地 の うち 、 北 上 工業 団地 、 岩 手中 部 (金ケ崎 ) 
工業 団地 及び 北上 南部 工業 団地 へ 工業 用 水 を 供給 する た め 計 画 さ れ 、 昭 和 53 年 度 か ら 北 
上 中 部 工業 用 水道 、 昭 和 55 年 度 か ら 第 二 北 上 中 部 工業 用 水道 の 給水 を 開始 し て いま す 。 

その 後 、 北 上 工業 団地 に 立地 する 企業 の 水 需要 の 増加 に 伴い 、 平 成 4 年 度 か ら 第 三 北 
上 中 部 工業 用 水道 の 給水 を 開始 し まし た 。 

平成 19 年 4 月 に 北上 中 部 工業 用 水道 と 第 三 北上 中 部 工業 用 水道 を 事業 統合 し 、 第 一 北 
上 中 部 工業 用 水道 と し て 給水 し 、 令 和 3 年 4 月 に は 第 一 北上 中 部 工業 用 水道 と 第 二 北 上 中 
部 工業 用 水道 事業 を 事業 統合 し 、 北 上 中 部 工業 用 水道 (第 一 浄水 場 、 第 二 浄 水 場 、 第 三 
浄水 場 ) と し て 給水 し て いま す 。 更 に 、 現 在 、 北 上 工業 団地 の 新た な 水 需要 に 対応 する 
た め 、 新 北上 浄水 場 の 整備 を 進め て いま す 。 

















フラ ン シ ス 水車 (柏台 発電 所 ) 





カプ ラン 水車 ( 四 十 四 田 発電 所 ) 



































水力 発電 の 出力 P は 、 流 量 Q と 落差 H の 積 ( 掛 算 ) に 比例 し ます 。[PececQxH] 
また 、 流 量 と 落差 に よっ て 最適 な 水車 の 型式 を 選定 し ます 。 





ペル トン 水車 (松川 発電 所 ) 











単位 : 千 下 ノ 日 
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工業 用 水道 契約 水量 




















S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 Hl H2 H3 H4 H5 RB6 H7 HS8 H9 HO Hll HI2 HI3 HI4 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 Rl R2 


中 第 一 浄水 場 中 第 三 浄水 場 国 第 二 兆 水 场 
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(第 一 浄水 場 、 第 三 浄水 場 ) 
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有沢 川 





グ 日 ) と 共同 施行 し 、 


北上 工業 団地 へ の 工業 用 水 の 供給 


【 第 一 浄水 場 (| 日 北 上 中 部 工業 用 水道 )】 

北上 工業 団地 内 の 立地 企業 へ 工業 用 水 を 供給 する た め 、20.000m ン 日 を 北 
上 川 表 流 水 に 水源 を 求め 、 沙 水 処理 し た 上 で 、18.600 ボ ノ 日 の 工業 用 水 を 供 
給 す る も の で 、 北 上 市 上 水道 事業 ( 現 岩手 中 部 水道 企業 団 、 取 水量 20.000m 
如 和 53 年 5 月 に 給水 を 開始 し まし た 。 

また 、 半 導体 製造 企業 の 進出 に 伴い 、 油 度 等 の 低い より 良質 な 処理 水 を 供 
給 す る た め 、 北上 急速 ろ過 施設 を 建設 し 、 
【 第 三 浄水 場 (| 旧 第 三 北上 中 部 工業 用 水道 )】 

増加 する 北上 工業 団地 の 工業 用 水 の 需 要 に 対応 する た め 、 北 上 川 水系 竹 叶 
川 に 建設 され た 早 池峰 ダム に 21.600m ノ 日 の 水源 を 求め 、 浄水 処理 し た 上 で 、 
平成 4 年 4 月 に 10.000m ノ 日 で 一 部 開始 し 、 平 成 15 年 1 月 1 日 の 工事 完成 に 
伴い 、20.000 ボ 日 で 給水 を 開始 し まし た 。 
【 事 業 統合 】 


昭和 59 年 7 月 に 給水 開始 し まし た 。 


さら な る 安定 供給 能力 の 向上 の た め に 、 平 成 19 年 4 月 に 、 北 上 中 部 工業 用 
水道 と 第 三 北 上 中 部 工業 用 水道 の 事業 統合 を 行い 、 第 一 北上 中 部 工業 用 水道 
と 名 称 を 改め 、 給 水 能力 を 38.600m グ 日 と し まし た 。 

平成 24 年 5 月 に は 、 第 二 北 上 中 部 工業 用 水道 事業 に 水源 の 一 部 を 転用 し た 
は 37.293m グ 日 と な っ て いま す 。 

令 和 3 年 4 月 か ら は 、 第 一 北上 中 部 工業 用 水 
道 と 第 二 北 上 中 部 工業 用 水道 事業 を 事業 統合 し 、 


こと に より 、 現 在 の 給水 能 





























(エキ ( 旧 第 ご 上 水 ) | 北上 ろ過 施設 
水 源 | 北川 表 流水 | 1 中 22 
取水 地点 北上 市 二子 町 字 坊 館 
浄水 場所 在 地 北上 市 北 工 業 団地 
浄水 場 敷 地面 積 17,000nf 10,000nf 2.991mi 
取 水 量 20.000m ノ 日 20.100m ノ 日 
給 水 量 18.600m ノ 日 18.693m ノ 日 内 8000m/ 日 
建設 期間 | 昭和 50 一 53 年 度 | 昭和 61 一 平成 14 年 度 | 昭和 58 一 59 年 度 
建 設 費 1.084.276 千 円 6.189.043 千 円 522.653 正 上 
給水 対象 区 域 北上 工業 団地 
給 水 開 始 | 昭和 53 年 5 月 10 日 | 平成 4 年 4 月 1 日 | 昭和 59 年 7 月 13 日 
給水 能力 37.293m ン 日 




















敷地 内 に 30kW と 10kW の 太陽 光 発 電設 備 を 設置 し て いま す 。 






































平成 1 1 年 .26 年 设置 ) 発電 し た 電気 は 全て 施設 内 で 使用 され 、 


電力 使用 に 伴う 環境 負荷 低減 に 頁 献 し て いま す 。 








北上 中 部 工業 用 水道 と し て 給水 を 行っ て いま す 。 























浄水 場 (| 


第 三 工 水 ) 取 水口 




















浄水 場 (| 











北上 工 水 ) 取 水 口 
























水 場 (| 














北上 工 水 ) 管理 棟 
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北上 


eS) 


部 工業 用 水道 


(第 二 浄水 場 ) 






































第 二 海水 场 
(第 きも | こと 
北上 川 表 流水 
水 源 ( 入 畑 ダム ) 
( 曲 池 峰 ダ ム ) 
北上 市 相去 町 
海 水 场 | 北上 市 相去 町 金ケ崎 町 大 
所 在 地 | 字 谷 本 西根 池森 山 
0 10600m 5083mi 
取 水 量 18.500m ノ 日 
給 水 量 17.205m ノ 日 内 13.000m/ 日 
一 期 0 
av 汪汪 59 年 度 
建設 期 間 昭和 52 平成 15 年 度 | 平成 2— 
4 年 度 
-期 
建 設 費 | 8771143 和 円 AM 
998.575 千 円 
| 岩手 中 部 (金ケ崎 ) 
工業 団地 及び 北上 
要 区 天主 部 工業 団地 (計画 
中 和 56 年 1 月 1 日 | 1 月 1 日 
給水 開始 | 一 部 給 水 開始 | 二 期 平成 4 年 
10 月 1 日 
給水 能力 17.205m ン 日 











岩手 中 部 (金ケ崎 ) 工 業 団地 等 へ の 
工業 用 水 の 供給 


第 二 浄水 場 ( 旧 第 二 北上 中 部 工業 用 水道 ) は 、 岩 手中 部 
(金ケ崎 ) 工業 団地 等 の 立地 企業 に 工業 用 水 を 供給 する た め 、 
52.000m ノ 日 を 北上 川 水系 夏 油 川 に 建設 され た 入 畑 ダム に 水 
源 を 求め 、 浄 水 処理 し た 上 で 29.760m ン 日 の 工業 用 水 を 供給 
する も の で 、 昭 和 56 年 1 月 に 一 部 給水 を 開始 し まし た 。 

また 、 半 導体 製造 企業 の 進出 に 伴い 、 濁 度 等 の 低い より 良 
質 な 処理 水 を 供給 する た め 、 急 速 ろ 過 施 設 を 建設 し 、 昭 和 60 
年 1 月 に 給水 開始 し まし た 。 

な お 、 平 成 24 年 5 月 に 未 売 水 の 一 部 35.000m ノ 日 を 農業 用 
水 と し て 水源 を 転用 し た こと 等 に より 、 現 在 の 給水 能力 は 
17205m グ 日 と な っ て いま す 。 





浄水 場 
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新 北上 浄水 場 








給水 能力 





北上 川 表 流水 (御所 ダム ) 


北上 市 二子 町 坊 千 





北上 市 二子 町 坊 舘 
33,000nf 
64800m 
60.264m 

平成 30 一 令 和 8 年 度 
約 176 億 円 


北上 工業 団地 





令 和 5 年 4 月 (第 1 期 ) 
令 和 7 年 3 月 (第 2 期 ) 
令 和 9 年 3 月 (第 3 期 ) 


114.762 (北上 中 部 工業 用 水道 全体 ) 





& 


建設 中 の 浄水 場 


岩手 県 で は 、 県 内 人 口 の 減少 の 要因 と な っ て いる 若年 層 の 県 
外 転 出 等 に 歯止め を か ける た め 、 や り が いと 生活 を 支え る 所 得 
が 得 ら れる 仕事 を 創出 し よう と 、 企 業 誘致 を 積極 的 に 進め て い 
ます 

北上 工業 団地 内 に 新た な 企業 が 進出 し 、 今 後 の 規模 拡大 や 関 
連 産 業 企業 の 立地 が 期待 され 、 北 上 工業 団地 に お ける 工業 用 水 
の 需要 の 更 な る 増加 が 見 込ま れる こと か ら 、 工 業 用 水 を 安定 的 
に 供給 する た め に 、 新 た な 浄水 場 を 建設 し て いま す 。 

な お 、 今 後 の 工 業 用 水雷 要 の 増加 に 応じ て 、 段 階 的 に 塗 水 施 
設 を 整備 し て いく 計画 と な っ て いま す 。 























新 北上 浄水 場 完成 イメ ー ジ 図 




















区 





工業 用 水道 の し くみ 





1. 河川 や ヤダ ム な どか ら 工 業 用水 の 元 と な る 水 (原水 ) を 取水 し ます 。 
2. 原水 は 沈砂 池 を 経由 し て 沈殿 池 に 運ば れ ま す 。 
3. 沈殿 池 で は 、 原 水 に 薬品 (※) を 注入 し 、 か く は ん 装置 で か く は ん し ます 。 や が て 水 と 水 に 含ま れ て いる 汚 
泥 等 に 分 離し ます 。 
4. これ に より で きた 水 が 工 業 用 水 と し て 配水 池 を 経由 し て 工場 に 運ば れる ほか 、 さ ら に より 不純 物 を 含ま な い 
工業 用 水 を 作る た め に 、 ろ 過 器 に 運ば れ ま す 。 

また 、3 の 過程 に より 発生 し た 汚泥 等 は 、 汚 泥 池 を 経由 し て 濃縮 槽 に 運ば れ 、 そ こ で 、 さ きら に 水 と 汚泥 等 に 
分 離さ れ 、 水 は 原水 と し て 沈 破 池 へ 運ば れ 再 利用 され 、 汚 泥 等 は 加 圧 脱水 機 に 運ば れ ま す 。 
5. ろ過 和 器 で は 、 薬 品 が 注入 され 、 さ ら に より 不純 物 を 含ま な い 工 業 用 水 (ろ過 水 ) が 作ら れ 、 配 水池 を 経由 し 
て 工場 に 運ば れ ま す 。 
6. また 、 ろ 過 の 過程 で 発生 し た 汚泥 等 は 、 汚 泥 池 を 経由 し て 濃縮 槽 に 運ば れ 、 そ こ で 、 さ ら に 水 と 汚泥 等 に 分 
離さ れ 、 水 は 原水 と し て 沈砂 池 へ 運ば れ 再 利用 され 、 汚 泥 等 は 加 圧 脱水 機 に 運ば れ ま す 。 
7.4 と 5 に より 加 圧 脱水 機 に 運ば れ た 汚泥 等 は 、 水 分 を 抜い た うえ で 、 産 業 廃棄 物 と し て 処理 し て いま す 。 

















※ 薬 品名 

PAC : ポリ 塩化 アル ミニ ウム (凝集 剤 ) 
HCI : 塩酸 (pH 調整 剤 ) 

NaOH : 昔 性 ソー ダ (pH 調整 剤 ) 
NaCIO : 次 亜 塩 素 酸 ナトリウム ( 除 鉄 剤 ) 
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全 発 電 所 の 運転 監視 と 
県 北部 13 発電 所 の 保守 基地 


施設 総合 管理 所 は 、 県 北部 の 岩 洞 第 一 発電 所 ほか 7 発電 所 と 、 1 揚水 所 の 
9 施設 を 運転 監視 及び 維持 管理 する た め 、 昭 和 63 年 10 月 に 3 事業 所 を 統合 し 
運用 を 開始 し まし た 。 

平成 12 年 度 に は 、 県 南部 の 胆沢 第 二 発 電 所 ・ 仙 人 発電 所 な ど 3 発電 所 を 新 
た に 集中 監視 に 加え 、 企 業 局 全 発電 所 の 集中 監視 制御 を 行っ て いま す 。 

その 後 、 新 設 さ れ た 発電 所 を 加え 、 現 在 、 企 業 局 全 20 発 電 所 の 運転 監視 と 
13 発 電 所 の 維持 管理 を 行っ て いま す 。 

集中 監視 制御 シス テム は 、 発 電 所 や 関連 施設 の 監視 制御 を 一 括 で 行う た め 
の も の で す 。 昭和 63 年 に 施設 総合 管理 所 の 運用 が 開始 し て 以来 、 平 成 12 年 、 
平成 26 年 に 更新 を 行っ て お り 、 現 在 は 3 代目 の シス テム が 運用 きれ て いま す 。 

また 、 信 和 3 年 度 に は 、 電 力 供 給 業 務 に お ける 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 
感染 拡大 防止 対策 と し て 、 施 設 総合 管理 所 に 隣接 する 四 十 四 田 クラ ブ に 制御 
室 の バッ クア ッ プ を 有 し た 第 二 制 御室 を 整備 し まし た 。 


集中 監視 制御 シス テム 設備 一 覧 


制御 室 





装 时 


備考 





監視 制御 サー バ 


二重化 (A 系 ・B 系 ) 





テレ コン (TC) 対向 部 





监视 操作 军 


1 卓 に つき 液晶 モニ 
タ 3 台 、 マ ウス 1 個 、 
キー ボー ド 1 右 、 ク ラ 
イア ント 装置 1 台 





マル チ モ ニ タ 第 


大 型 液 晶 モ ニタ 8 台 に 
より 構成 





カス 
レ 2 出 レ タ 





WI 芝 = 6 





メン テリ ナン ス 旧 


メン テ ナ ン ス サー バー 
1 台 、 液 晶 モ ニタ 3 台 、 
SA 个 水 三 
全 2 下 
装置 1 台 





バッ クア ッ プ 監視 装置 
(グー ドラ >) 





第 二 制 御室 





装置 


備考 





简 易 操 作 卓 








2 卓 





施設 総合 管理 所 に 隣接 
する 四 十 四 田 ク ラブ に 
設置 














施設 総合 








管理 所 

















県 南 施設 管理 所 に お ける 電気 事業 は 、 県 
営 発電 所 全 20 か 所 の うち 胆沢 第 二 、 胆 沢 第 
三 、 胆 沢 第 四 、 仙 人 、 入 畑 、 早 池峰 及び 相 
去 太 陽光 の 7 発電 所 の 保守 業務 を 所 管 し 、 
その 最大 出力 は 50.679kW、 年 間 供 給電 力 
量 は 約 192 百 万 kWh と な り 、 企 業 局 全体 の 
約 3 分 の 1 を 占め て いま す 。 

発電 設備 の 保守 業務 を 適切 に 行い 、 電 気 
事業 の 効率 的 な 運営 に 努め て いま す 。 


工業 用 水道 事業 


北上 工業 団地 、 岩 手中 部 (金ケ崎 ) 工業 
団地 へ 工業 用 水 を 供給 し て いま す 。 

企業 の 生産 活動 に 使用 する 工業 用 水 の 、 
良質 で 安定 的 な 供給 を 図る た め 、 設 備 の 維 
持 管理 や 水質 管理 な ど 、 工 業 用 水道 事業 の 
健全 な 運営 に 努め て いま す 。 











県 南部 7 発電 所 と 
工業 用 水道 施設 の 保守 基地 


岩手 県 企業 局 で は 、 経 営 の 合理 化 及 び 業 務 の 効率 化 を 図る 
た め 、 こ れ ま で 有人 で あっ た 胆沢 第 二 発 電 所 と 仙人 発電 所 を 
無人 化し 、 県 南 地域 の 発電 所 の 保守 業務 と 、 北 上 ・ 人 金ケ崎 地 
区 の 工業 用 水道 の 維持 管理 業務 を 一 体 と な っ て 実施 する た 
め 、 平 成 12 年 4 月 に 県 南 施設 管理 所 を 開設 し まし た 。 

発電 所 の 運転 業務 は 、 盛 岡市 に ある 施設 総合 管理 所 で 、 保 
守 業 務 は 、 県 北 と 県 南 の 二 つ の 地域 に 分 け て 行っ て いま す 。 
県 南 施設 管理 所 で は 、 一 つの 事業 所 内 で 電気 と 工業 用 水道 
の 各 事 業 の 業務 を 連携 し て 行う こと で 、 業 務 の 省力 化 、 コ ス 
ト 縮減 等 、 効 率 的 な 事業 運営 が 実現 可能 と な り 、 双 方 の 技術 
交流 や 情報 の 共有 化 を 進め 、 業 務 内 容 の 充実 を 図っ て いま す 。 
また 、 平 成 26 年 2 月 に 管理 所 屋上 に 出力 10kW の 太陽 光 発 
電設 備 を 設置 し まし た 。 発電 し た 電気 は 所 内 で 消費 され 、 電 
力 使用 に 伴う 環境 負荷 低減 に 貢献 し て いま す 。 


























県 南 施設 管理 所 





監視 室 


33 


\ 
4| 


ES 


まる rt 


正 業 局 の あゆ み 





34 











昭 26.12 





北上 川 五大 ダム 計画 ( 四 十 四 田 、 御所 、 田瀬 、 湯田 、 石 淵 ) を 含む 、「 北 上 特定 地域 総合 開発 計画 」 
が 策定 され 、 岩 手 ・ 宮 城 両 県 で 、 総 最大 出力 約 15 万 キロ ワッ ト の 水力 発電 の 開発 や 8 万 6 千 町 歩 
( 約 8 万 6 千 ヘ クタ ー ル の うち 岩手 県 は 3 万 3 千 ヘ クタ ー ル ) の 港湾 排水 事業 な ど が 盛り 込ま れ た 。 
北上 特定 地域 総合 開発 計画 の 発電 部 門 を 担当 する た め 、 土 木 部 内 に 県 営 発電 事務 局 が 設置 され 、 
北上 川 の 治水 、 準 江 事 業 と た ず さ え 県 営 発電 事業 が スタ ー ト 。 


石 淵 ダ ム 竣 工 

県 営 発電 事務 局 が 電力 局 と 拡充 改組 され 、 業 務 、 電 力 、 建 設 課 の 課 制 が し か れる 。 
岩 洞 ダ ム 着工 

地方 公営 企業 法 の 適用 


県 営 発電 所 第 1 号 胆 沢 第 二 発 電 所 着工 

胆沢 第 二 発 電 所 運転 開始 

湯田 ダム 着工 

岩 洞 発電 所 着工 

仙人 発電 所 着工 

組織 (本 庁 ) が 従来 の 3 課 に 経理 課 が 加わ り 業 務 、 経 理 、 電 力 、 土 木 (建設 ) の 4 課 と な る 。 
岩 洞 ダ ム 竣 工 

岩 洞 第 一 、 第 二 発 電 所 運転 開始 

四 十 四 田 ダ ム 着 工 

四 十 四 田 発電 所 着工 

仙人 発電 所 運転 開始 

湯田 ダム 竣工 

四 十 四 田 発電 所 運転 開始 

電力 局 は 、 発 展 的 改組 で 企業 局 、 4 課 (総務 、 経 理 、 電 気 、 建 設 ) と な り 発 電 部 門 に 新しく 有料 
道路 事業 が 加わ っ て スタ ー ト 。 

八幡 平 有料 道路 着工 

四 十 四 田 ダ ム 竣 工 

小岩 井 有 料 道路 着工 

観光 施設 事業 を 設置 

観光 施設 事業 第 1 号 と し て 国民 宿舎 八幡 平 落 茶 荘 着工 
北部 陸中 海岸 有料 道路 着工 

県 営 有 料 道路 第 1 号 、 八 幡 平 有 料 道路 供用 開始 
小岩 井 有 料 道 路 の A 区 間 6.3km 供 用 開始 

観光 施設 、 国 民宿 舎 八幡 平 鞍 薬 荘 供用 開始 

小岩 井 有 料 道路 B 区 間 12.8km が 完成 し 、 全 線 19.1km 供 用 開始 
御所 ダム 着工 

御所 発電 所 着工 

観光 施設 ケビン ハイ ツ 明 戸 着工 

北部 陸中 海岸 有料 道路 14.1km 供 用 開始 

観光 施設 ケビン ハイ ツ 明 戸 供 用 開始 
浄土 ヶ 浜 有料 道路 着工 

機構 改革 に より 従来 の 4 課 を 3 課 に 統合 (総務 、 電 気 、 企 画 建設 ) し た 。 
工業 用 水道 事業 を 設置 ・ 北 上 中 部 工業 用 水道 着工 
浄土 ヶ 浜 有 料 道路 供用 開始 

滝 ダ ム 着 工 

第 二 北 上 中 部 工業 用 水道 着工 

北上 中 部 工業 用 水道 給水 開始 

観光 施設 事業 廃止 

北 ノ 又 発電 所 着工 

御所 発電 所 運転 開始 

第 二 北上 中 部 工業 用 水道 一 部 給水 開始 

滝 発電 所 着工 

御所 ダム 竣工 

入 畑 グ ダム 着工 

滝 発電 所 運転 開始 

滝 ダ ム 竣 工 

北部 陸中 海岸 有料 道路 を 廃止 し 土木 部 へ 移管 











北 ノ 双 発電 所 運転 開始 

北上 中 部 工業 用 水道 ろ過 施設 及び 第 二 北 上 中 部 工業 用 水道 ろ過 施設 (第 一 期 ) 着工 
北上 中 部 工業 用 水道 ろ過 施設 ( 現 北上 ろ過 施設 ) 給水 開始 

第 二 北 上 中 部 工業 用 水道 ろ過 施設 (現金 ケ 崎 ろ過 施設 ) (第 一 期 ) 給水 開始 

入 畑 発電 所 着工 

施設 総合 管理 所 着工 

早 池峰 ダム 着工 

北 ノ 又 第 二 発 電 所 着工 

施設 総合 管理 所 開設 ( 岩 洞 発電 所 ・ 四 十 四 田 発電 所 ・ 滝 発電 所 ・ 電 気 施設 管理 所 を 統合 ) 
第 三 北上 中 部 工業 用 水道 着工 

北 ノ 双 第 二 発 電 所 運転 開始 

人 入 畑 発電 所 運転 開始 

入 畑 グ ダム 竣工 

第 二 北 上 中 部 工業 用 水道 ろ過 施設 (第 二 期 ) 着工 

有料 道路 事業 を 廃止 し 、 土 木 部 へ 移管 

本 庁 組織 の 機構 改革 に より 総務 、 経 営 管理 、 業 務 の 3 課 に な る 。 

第 三 北上 中 部 工業 用 水道 一 部 給水 開始 

第 二 北上 中 部 工業 用 水道 ろ過 施設 (現金 ケ 崎 ろ過 施設 ) (第 二 期 ) 給水 開始 

松川 発電 所 着工 

早 池峰 発電 所 着工 

松川 発電 所 運転 開始 

北上 中 部 工業 用 水道 施設 に 太陽 光 発 電設 備 (30 キ ロワ ッ ト ) を 設置 

胆沢 ダム ( 転 流 トン ネル ) 着工 

柏台 発電 所 着工 

県 南 施設 管理 所 開設 (胆沢 第 二 発 電 所 ・ 仙 人 発電 所 ・ 北 上 中 部 工業 用 水道 事務 所 を 統合 )。 本 庁 
組織 の 機構 改革 に より 総務 、 財 務 管 理 、 業 務 の 3 課 に な る 。 

早 池峰 発電 所 運転 開始 

岩 洞 第 二 発 電 所 の 最大 出力 を 8300 キ ロワ ッ ト か ら 8.600 キ ロワ ッ ト に 変更 

早 池峰 ダム 竣工 

稲庭 高原 風力 発電 所 着工 

稲庭 高原 風力 発電 所 運転 開始 

柏台 発電 所 運転 開始 

胆沢 ダム (本 体 工 事 ) 着工 

本 庁 組 織 の 機構 改革 に より 、 経 営 総務 室 、 業 務 課 の 1 室 1 課 に な る 。 

企業 局 創立 50 周 年 を 迎え る 。 

北上 中 部 工業 用 水道 と 第 三 北上 中 部 工業 用 水道 を 事業 統合 し 、 第 一 北上 中 部 工業 用 水道 と する 
胆沢 第 二 発 電 所 の 最大 出力 を 6200 キ ロワ ッ ト か ら 6.800 キ ロワ ッ ト に 変更 

北 ノ 双 第 三 発電 所 着工 

北 ノ 又 第 三 発電 所 運転 開始 

胆沢 第 三 発電 所 着工 

胆沢 第 四 発 電 所 着工 

第 二 北 上 中 部 工業 用 水道 水源 の 一 部 (35.000mi/ 日 ) を 農業 用 水 へ 転用 

胆沢 第 四 発 電 所 運転 開始 

胆沢 第 四 発 電 所 の 最大 出力 を 160 キ ロワ ッ ト か ら 170 キ ロワ ッ ト に 変更 
胆沢 ダム 竣工 

県 南 施設 管理 所 に 太陽 光 発 電設 備 (10 キ ロワ ッ ト ) を 設置 

相去 太陽 光 発 電 所 着工 

胆沢 第 三 発電 所 運転 開始 

相去 太陽 光 発 電 所 運転 開始 

胆沢 第 三 発電 所 の 最大 出力 を 1.500 キ ロワ ッ ト か ら 1.600 キ ロワ ッ ト に 変更 
企業 局 60 周 年 を 迎え る 

高森 高原 風力 発電 所 及び 筆 川 発電 所 の 建設 の た め 、 施 設 総合 管理 所 内 に 発電 所 建設 室 を 設け る 
高森 高原 風力 発電 所 、 委 川 発電 所 着工 

高森 高原 風力 発電 所 運転 開始 

新 北上 浄水 場 建設 の た め 、 県 南 施設 管理 所 に 浄水 場 建 設 室 を 設け る 

新 北 上 浄水 場 着工 

新 北 上 浄水 場 の 水利 権 及 び ダ ム 使 用 権 許可 

第 一 北上 中 部 工業 用 水道 と 第 二 北 上 中 部 工業 用 水道 を 事業 統合 し 、 北 上 中 部 工業 用 水道 と する 
筑 川 発電 所 運転 開始 
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